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１．概要（Summary ）： 

シリコン基板にピラーを多数持つマイクロ流路を

形成しこれを用いた医療応用目的の気体用濃縮器を

作製する。また、ピラーの形状による濃縮器性能の評

価を行い、流体シミュレーションの結果と比較する。 

 

２．実験（Experimental）： 

シリコンウェハ上にレーザー描画装置を用いてフ

ォトリソグラフィを行い、レジストをマスクとしてシ

リコン RIEによりピラーと流路パターンを形成した。 

RIE により流路封止用のガラスのエッチングも試み

た。作製したシリコン基板にポリマー塗布処理を行っ

た後、別途加工したガラスウェハを陽極接合により接

合した。 

  

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

レジストをマスクとしてシリコン RIE を試み、十

分な選択比とエッチングレートで構造を作成するこ

とができた。 

 

Figure 1 Silicon micro pre-concentrator.  

ガラスのエッチングではマスクとの選択比、エッチ

ングレートが低く、今回の目的である貫通エッチング

には不適であった。 

作製した Si 構造体にガス吸着用のポリマーを塗布

し、その後ガラス基板を用いて陽極接合により封止し

た。 

作製したデバイスを有機高分子雰囲気中にさらし、

そこからのガスの脱離をガスクロマトグラフィーに

より確認した。 

1 回目の作製結果から、新たな構造を再設計し、マ

スクを作製した。 

 

４．その他・特記事項（Others）： 

なし。 
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